
平成 22 年工業統計調査結果 

 

概況 

 平成22 年12 月31 日現在で実施した工業統     

計調査（従業員数4 人以上の事業所）による 

本市の事業所数は67 事業所、従業者数は 

1,433 人、製造品出荷額は403 億5,118 万円 

となっており、従業者数が135 人（-8.6％） 

減少したものの、事業所数が2 件増え、製造品 

出荷額が16 億9,512 万円増加した。 

 

 網走市においては、事業所数（3.1％増）と 

製造品出荷額（4.4％増）が増加したものの、 

従業者数（8.6％減）については減少の一途を 

たどっている。 

 

平成22 年製造業の動向  下欄は前年比の増減     平成22 年製造業の動向 対前年増減率（％） 

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.事業所数 

  本市の製造業の事業所数は67 事業所で前年と比較して2 事業所増加（3.1％増）し、管内におい

ては495 事業所で前年に比べ14 事業所減少（2.8％減）した。北海道全体では、5,931 事業所で

205 事業所減少（3.3％減）した。 

 

 事業所数の推移    下欄は前年比の増減         

   

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

指数で見た本市工業の推移（平成17 年＝100） 

事業所数の推移  対前年増減率（％） 



 事業所数を産業別構成比でみると、食料品製造業 

の61.2％が最も大きく次いで金属製品製造業が7.5％、 

輸送用機械器具が6.0％、飲料・たばこ・飼料、 

印刷・同関連業、窯業・土石製品製造業、生産用機械 

器具が4.5％の順になっている。 

 

 

 

2.従業者数 

  本市の製造業の従業者数は1,433 人で前年に比べ135 人（8.6％減）減少した。管内では154 人

減少（1.2％減）し、北海道では3,140 人減少（1.8％減）した。 

  

従業者数の推移（人） 下欄は前年比の増減    従業者数の推移  対前年増減率（％） 

 

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

産業別に対前年増減をみると、増加したのは電子部品・デバイス製造（13 人増）で、減少したの

は主に、食料品（139 人減）だった。 

従業者数を産業別構成比でみると食料品製造業が81.3％と最も大きかった。 

 

平成22 年産業別従業者数（人）          平成22 年産業別従業者の構成比 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成22 年事業所の産業別構成比 



3.製造品出荷額等 

  本市の製造品出荷額等は403 億5118 万円で前年に比べ16 億9,512 万円増加（4.4％増）し、

管内では、462 億8,315 万円増加（12.4％増）、北海道では7,503 億1,300 万円増加（14.4％増）

した。 

 

 平成22 年製造品出荷額等の推移 下欄は前年比の増減 

                            

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

製造品出荷額を産業別構成比でみると、     

食料品が81.3％ と最も大きく、電子部品・ 

デバイス製造が4.3％を占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

本市の1事業所当たりの出荷額は6億226万円で前年に比べ755万円増加（1.3％増）している。

従業者1 人当たりの製造品出荷額は2,816 万円で前年に比べ351 万円増加（14.2％増）している。 

 

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

製造品出荷額等の推移 対前年増減率（％） 

平成22 年製造品出荷額産業別構成比 

単位当たりの製造品出荷額等の推移    


